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No. 133 昭和52年9丹1日

(52年 8月1S現在〉

1，46I戸(+4) 
7，290人〈十18)

3，591人〈十12)
3，699人〈十 6)
》門，、r、r回、"..1

数
日
帯

男

女

世

人

慶

長

寺
古
閑

大
字

r， 山の寺震長A 

堂

長
躍
中
一
寸
は
本
尊
に
聖
観
世
音
審
議
を
い
た
H
A

き
、
永
い
歳
丹
数
々

の
試
線
に
耐
え
て
、
ム
ウ
な
を
世
人
の
摩
い
信
仰
を
集
め
て
い
る
務
式

高
い
曹
洞
宗
の
寺
で
為
る
。

偉
容
を
誇
る
現
在
の
建
物
は
、
南
須
釜
大
安
寺
第
七
盤
、
大
法
孝

顕
和
尚
に
よ
っ
て
、
天
保
十
四
年
三
八
四
一
一
一
〉
二
月
拡
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

長
慶
寺
の
起
源
は
悲
劇
の
天
患
と
し
て
毘
史
に
残
る
長
慶
天
皇
が

奥
州
に
藷
も
の
び
こ
の
寺
で
法
衣
を
ま
と
い
暫
く
の
関
、
身
を
穏
し

た
と
こ
ろ
か
与
寺
の
名
が
生
れ
た
と
一
冨
れ
、
又
寺
の
能
を
流
れ
る
玉

川
の
名
も
同
様
の
「
い
わ
れ
い
に
よ
る
も
の
で
為
る
と
官
者
た
ち
に

よ
っ
て
怯
え
ら
れ
て
い
る
が
宝
暦
の
火
災
で
文
獣
、
資
料
な
ど
、
す

べ
て
競
失
し
立
証
出
来
な
い
の
が
誠
に
お
し
ま
れ
る
。

現
在
の
住
職
西
川
亮
嬉
和
尚
は
一
一
世
に
当
る
。

本の寺麗長& 
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議

会

だ

よ

り

経
済
土
木
委
員
会
研
修
か
ら

昭和52年 9月1E 

去
る
六
月
十
六
・
十
七
告
の
日
間

茨
城
・
勝
木
爵
県
内
の
養
豚
、
施
設
閣

議
開
諜
の
視
察
研
移
を
行
な
っ
た
。

委
員
一
行
は
十
六
自
朝
役
場
を
出
発

国
道
一
一
八
号
線
を
忘
却
町
を
経
て
、

目
的
地
茨
竣
県
新
治
都
五
議
村
へ
直
行

正
午
近
く
玉
里
村
役
場
に
蒼
き
、
村
長

さ
ん
始
め
経
按
課
長
、
係
員
の
方
々
よ

り
昼
休
み
も
返
上
し
て
養
豚
、
議
設
圏

諜
の
雛
要
の
説
明
を
受
け
た
。

玉
里
村
は
木
村
と
陪
じ
よ
う
に
昭
お

三
十
年
ニ
カ
村
合
併
に
よ
り
誕
生
、
人

口
一
戸
数
千
四
百
四
十
余
で
、

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
方
式

つ
の
養
豚
事
業
で
あ
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る
が
、
や
は
り
環
境
密
生
の
簡
か
ら
住

宅
櫛
築
地
か
ら
離
れ
た
地
域
拡
践
舎
を

建
設
し
、
し
か
も
農
協
が
豚
舎
を
建
築

し
て
生
産
者
に
貸
与
、
生
産
は
怒
…

頭
に
つ
き
五
百
円
を
農
諺
に
納
入
す
る

方
式
で
経
営
が
な
さ
れ
、
ま
た
個
人
で

建
築
飼
育
し
て
い
る
者
も
多
数
あ
り
、

こ
れ
ら
の
顕
数
は
営
時
一
万
数
千
頭
、

こ
れ
に
よ
り
農
業
収
入
に
市
め
る
観
合

は
第
一
位
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
時
的
疫
対
策
と
し
て
獣
医
師
を
村

一
般
職
員
と
し
常
時
予
防
診
察
犯
邦
走

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
は

「
レ
ン
コ
ン
」
栽
培
に
適
し
稲
作
転
換

事
業
で
「
レ
ン
コ
ン
」
栽
培
、
を
狩
な

い
、
豚
ふ
ん
鼠
を

こ
れ
に
施
肥
反
当

五
十
万
再
の
売
上

げ
を
見
て
い
る
。

蘇
ふ
ん
尿
的
処
理

雄
投
と
し
て
も
祷

助
事
業
で
、
乾
操

施
設
を
設
置
、
環

境
衛
生
に
つ
い
て

も
万
全
の
注
意
を

は
ら
っ
て
い
る
。

蕗
設
関
誌
に
つ

い
て
誌
、
ト
マ

ト
、
キ
ユ

i
リ
を

輪
換
栽
培
近
郊
都

市
に
出
荷
さ
れ
て

お
り
、
特
に
、
役

農
協
が
一
体

部地イヒされた綜合.A 

の
披
興
に
務
め
て

み
る
と
二
十
五
パ

i
セ
ン
ト
と
の
こ

と
で
あ
る
。

続
い
て
同
郡
出

島
村
に
向
い
、
こ

こ
で
も
議
長
さ
ん

は
じ
め
役
場
経
済

課
長
と
農
業
改
良

普
及
班
、
般
協
の
が

そ
れ
ぞ
れ
担
当
の
円

職
員
か
ら
説
明
会
}

受
け
た
。

出
島
村
の
施
設

麗
惑
は
、
昭
和
三

十
倍
年
頃
よ
り
以

来
殆
ん
と
キ
ュ

i

り
の
連
作
が
行
事
F

わ
れ
て
い
た
が
、
昭

和
五
十
年
か
ら
若
干
秋
作
と
し
て
ト
マ

ト
が
導
入
さ
れ
擁
税
関
芸
を
は
じ
め
て

か
ら
十
七
、
八
年
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
村
も
畜
震
撲
が
盛
ん
で

こ

の

内

約

四

十

パ

i
セ
ン

護
も
一
一
戸
尚
一
一
ち
田
畑
合
せ
て
・
一
一
一
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
た
め
や
は
り
水
稲

を
主
と
し
た
復
合
経
営
が
多
い
。
畜
産

業
の
一
つ
と
し
て
義
援
が
行
な
わ
れ
て

お
る
が
、
こ
こ
で
も
家
藷
ふ
ん
版
に
よ

る
公
害
問
題
、
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
村

は
議
助
事
業
で
あ
る
県
の
ふ
ん
保
有
効

村
単
独
補
助
の
潜
産

ふ
ん
援
処
理
施
設
の

り
、
さ
ら
に
昭
和
昭

賀
農
協
が
本
事
業
の
実
施
推
進
を
行
な

っ
た
。
そ
の
主
な
内
・
容
は
養
採
は
宅
地

内
錆
養
で
あ
っ
た
た
め
、
特
に
悪
臭
、

汚
水
等
の
生
活
環
境
の
悪
化
が
進
み
水

田
等
一
部
耕
地
も
ふ
ん
尿
の
流
入
に
よ

っ
て
、
作
物
に
被
害
が
見
ら
れ
、
こ
れ

が
た
め
住
宅
よ
り
離
れ
た
場
所
民
団
地

化
し
農
協
が
諒
舎
建
設
〈
一
線
館
養
頭

数
日
百
一
蹴
〉
鋸
育
農
家
に
対
し
て
、
年

間
一
摸
百
万
円
で
貸
持
け
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
う
ふ
ん
尿
鬼
理
施
設
と
し
て

堆
肥
舎
、
貯
諮
槽
乾
ふ
ん
擁
設
等
も
設

寵
、
堆
肥
の
処
理
等
比
つ
い
て
は
、
一

般
錨
育
農
家
も
合
め
て
こ
の
堆
提
命
ま

で
運
搬
し
で
来
た
場
合
耕
う
ん
機
一
台

分
一
一
程
内
で
こ
の
舎
内
に
堆
積
し
、
一

般
農
家
で
堆
胞
を
必
袈
と
す
る
人
に
は

こ
の
堆
肥
舎
か
ら
ニ
ト
ン
寧
一
台
一
千

円
で
供
給
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
家

畜
ふ
ん
諌
の
田
輝
還
元
を
は
か
ち
地
力 豚ふん乾操脆設

の
雑
持
増
進
と
併
せ
叫
て
、
環
境
衛
生
の

誰
進
を
は
か
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指

導
は
農
協
が
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る

翌
十
七
日
は
宇
都
宮
市
の
小
島
農
欝

ハ
宇
都
宮
市
石
井
町
鬼
怒
語
、
小
島
重

定
氏
〉
を
捜
察
、
こ
の
農
露
は
個
人
経

営
管
あ
る
が
、
ハ
ウ
ス
に
よ
る
キ
ュ
ー

リ
、
ト
マ
ト
を
栽
培
、
し
か
も
五
十
年

来
こ
の
道
一
筋
拡
頑
張
っ
て
来
て
、
過

去
に
農
林
大
臣
賞
を
受
業
し
て
い
る
。

今
で
は
土
壌
も
病
府
中
間
等
で
っ
か
れ
て

い
る
た
め
、
ト
γ

ト
等
は
水
耕
栽
培
で

多
く
の
収
益
を
挙
げ
て
い
る
。
ハ
突
例

と
し
て
水
耕
栽
培
の
ト
マ
ト
は
人
月
一

日
播
種
翌
年
六
月
中
特
ま
で
収
穫
し
、

十
八
段
仕
立
で
十
ア
ー
ル
二
十
ト

γ
の

収
量
を
あ
げ
て
い
る
。
普
通
の
接
木
栽

培
は
人
月
初
旬
に
播
種
し
六
月
ま
で
収

醸
し
入
設
仕
立
で
、
十
ア
ー
ル
抱
一
り
十

二
ト
ン
む
収
盤
、
を
あ
げ
て
い
る
〉

土
'WM
使
わ
ず
水
の
中
で
ト
マ
ト
が
生

背
し
結
実
す
る
と
は
、
実
擦
に
見
な
け

れ
ば
不
信
に
思
う
く
ら
い
で
あ
る
。

参
考
ま
で
に
持
来
示
耕
接
木
南
栽
培

及
び
、
施
設
園
芸
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
志
望
す
る
者
は
実
習
生
と
し
て
、
…

年
間
入
屈
し
て
投
衛
を
穆
得
す
る
こ
と

.. 
最
後
に
栃
木
県
農
業
試
験
場
裏
話
分

場
に
完
い
場
長
さ
ん
の
案
内
に
よ
り
、

場
内
視
察
を
し
た
が
、
ま
す
ま
す
文
化

の
向
上
農
と
共
に
、
そ
の
地
方
の
特

急
を
生
か
し
た
花
木
の
産
地
つ
く
り
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
話
さ
れ
た
。

今
後
わ
が
村
に
も
養
豚
、
施
設
欝
芸

が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
環
境
衛
生
の
探
全
に
努
め

な
が
ら
、
こ
れ
ら
産
業
の
振
興
に
務
め

た
い
と
悶
ゅ
う
、
吉
開
は

あ
る
。
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祝
福
し
よ
う

「
徹
考
の
目
』

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と

一
ニ
代
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高
令
者
の
ご
労
苦
に
惑

謝
す
る
と
と
も
広
、
関
員
全
体
が
長
持
を
視
一
拐
す
る
た
め
の
祝

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

玉
川
村
手
お
い
て
も
、
九
月
十
五
毘
、
午
詰
十
時
か
ら
玉
川

村
体
育
舘
に
、
村
内
七
十
五
歳
以
上
空
局
令
者
二
百
九
十
五
名

を
招
待
し
、
数
老
年
金
や
記
念
品
を
贈
っ
て
敬
老
の
会
を
開
き

ま
す
。紙
面
の
都
合
上
本
紙
で
は
、

い
た
し
ま
す
。

l
 
i
 
--，， 

辺
大矢内熊出 JII佐機鈴坂大白

竹部谷田旗騎藤自木本竹旗

ン重ジ

ツノ、

ネタ

トト

シ古シキ

ヨ万ヨト

メ

ト

り

ゲ菊…ト

党
杯

生
真由真

ぺzハサ

弓 l1!弓

キノレイ

、、---za' ，
， 

高
事

回

フ

ク

八
十
歳
以
上
の
方
々
を
ど
紹
介

80 80 80 80 81 84 86 85 89 90 91 92 85 87 88 87 

溝関車白五関車率石谷議高速幕溝灘玄関
中

鈴小

井田
井製部沢 梶田昌井地 原藤 井井輪根

コ 喜平
ト ビマ嘉広秀 為チ チ正
マ 八三

木針

ヨト広混フア清

郎好ウ郎ウ古キネ

80 80 81 82 81 81 82 83 83 82 82 82 82 84 84 85 86 86 

ツササ久体構ーヂクキ草寺

87 91 

岩竜南

須

釜 小吉小小永吉角小首j去佐若佐大佐佐佐村村矢

崎
構湯湯関構上上上上矢矢上権大

針留
針田林 林 田針藤林

キカ鶴-ア
辰

五ス
キ

ヨ芳

寺吹越越久久久んJ'nt 

久

間森
久

間

キ
間

多
間

孫

開

タサ奄

h'

沢沢部屋野野野野攻吹野沢野

ツコトク
倉

リ市徳ギ庄チ光ステモ出イキケ

クサ館ノレ千クヨ者ノメウダネ七七クメリ蔵マト次ナクヨ三一ノレ七三市クサ

80 82 83 82 83 86 85 87 88 87 80 80 80 81 82 82 82 82 88 96 80 80 80 80 81 83 82 82 85 85 88 93 91 96 

北

須

釜 人有小人猪大斑近石小阿大飯大関阿草小国大我諸榊石石梯小瀬関関小矢石石鈴類鈴

原野部根木島越
部
罪森内
タ

ツ

自

ハ

ル

野

荘

五

郎

原

喜

左

構

門

木

孝

吉

山

田

一

房

治

賀

ミ

チ

木

キ

ヨ

子

垣

吉

原

ト

ク

蓑
野井

金
シコ ヨハイイ

ッ
、
不
義士[円

校 ハ披吹井井井枝針合 板針井 木谷木

シスブ
伊

勢キ
金

五シキ
次

フじ
ミ貞カセ キタサ

ワケクγ ゥ良告ネナマワ松定ヨンンヲ邸玄チ郎チ松ク良[5ョ古ネ

80 80 80 81 82 81 82 81 83 83 83 84 84 84 85 85 86 87 87 87 89 90 90 81 81 81 81 81 83 82 83 85 84 85 86 87 93 97 

官
同

山

小

鹿

山

新

四
註
新
国

関須草構榊鈴森森有有有有石お若石滝
田

真溝謹撰ふ
れ
あ
い
を

根回野枝枝賀賀賀賀

演嘉
久

五

木森森森森口
野

自

井田弼

重量
コ万
次

絡
も
嫁
も
お
区
い
に
心
と
心
を

ぬ
し
あ
っ
て

利シブソナフ安トハ義タセ
光

シ次チヨ

80 80 80 80 80 

ノヨ義モ部重平

80 80 82 82 85 85 86 

ヲt;ヱラナ溝

80 82 87 87 89 84 

作
開
山

ウ
f

泣

押

仇

ド

噌

E
ム

向
円
州

nδ
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玉川村振廊計画

住民の要望に応じた符敵機構
第=次基本計画決ま.(5) 

-・岡.、

行
政
計
画

的
行
政
経
織
の
合
理
化
。

時
代
の
変
化
と
狩
政
の
多
様
化
に
対

応
し
て
、
権
限
と
責
任
の
拐
確
化
を
議

謁
と
し
、
従
来
の
横
倒
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
現
況
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
行
政
機

構
を
見
渡
し
、
合
理
的
な
謀
、
係
職
員

の
配
置
に
努
め
る
。

的
庁
議
鎚
疫
の
確
立
。

現
在
の
課
長
会
織
を
充
実
さ
せ
庁
議

と
し
て
執
行
体
鋭
に
お
け
る
最
高
審
議

議
関
と
し
て
の
位
寵
づ
け
を
努
確
に
し

て
、
そ
の
権
限
の
確
立
と
機
能
の
充
実

を
図
る
。

紛
一
行
政
区
へ
の
お
入
促
進
。

本
村
に
は
現
在
、
菅
の
村
を
単
泣
と

し
た
大
学
別
に
十
…
の
持
政
区
が
あ
る

が
、
襲
戦
後
に
入
植
し
た
開
拓
農
家
な

ど
、
い
ま
だ
符
政
区
に
所
属
し
て
い
な

い
世
帯
が
四
五
世
帯
ほ
ど
あ
り
、
種
々

事
業
推
進
、
広
報
公
聴
括
勤
な
ど
に
あ

た
っ
て
際
題
が
あ
る
の
で
住
民
奉
加
の

行
政
を
推
進
ず
る
上
か
ら
も
行
政
区
へ

の
加
入
に
つ
い
て
積
糠
的
な
指
導
を
行

〉フ。

二
、
事
務
処
理

切
事
務
改
鵡
開
設
員
会
の
設
設
。

事
務
改
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
て
、
総

合
的
に
事
務
改
錦
聞
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
る
。

的
事
務
の
委
託
。

葉
少
の
経
費
で
能
率
的
に
事
務
を
処

理
す
る
た
め
、
現
在
、
税
の
計
算
な
ど

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
多
く
の
分
野
で
コ
ン
ピ
品

l
タ
!
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で
議

擦
の
見
室
し
と
も
あ
わ
せ
て
讃
極
的
に

コ
γ
ピ

ヶ
i
タ
l
の
科
舟
を
検
討
す

る
。
ま
た
、
コ
aγ

ピ

?
i
タ
!
の
利
用

を
検
討
す
る
。

ま
た
、
コ
ン
ピ
ヶ
i

タ

1
記
限
ら

ず
、
毘
問
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経

費
が
軽
読
さ
れ
、
し
か
も
住
畏
サ
ー
ビ

ス
ー
を
低
下
さ
せ
な
い
業
務
に
つ
い
て
も

民
間
委
託
を
検
討
す
る
。

紛
事
務
め
接
被
化
。

印
刷
郁
撲
な
ど
の
発
達
比
よ
り
、
早
く

し
か
も
き
れ
い
な
文
議
が
つ
く
ら
れ
、

複
雑
化
す
る
事
務
処
理
に
効
果
を
も
た

ら
し
て
い
る
が
、
今
後
も
事
務
に
通
し

た
機
械
を
導
入
し
て
事
務
能
率
の
向
上

を
留
る
。

悼
文
欝
の
集
中
管
理
。

仕
事
の
す
べ
て
が
文
書
で
加
結
盟
さ
れ

る
役
所
で
は
、
そ
の
文
替
の
量
は
ぼ
う

大
で
あ
り
、
ま
た
年
ご
と
に
そ
の
量
を

増
し
て
い
る
。
従
っ
て
文
醤
の
管
理
を

集
中
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
メ
ジ
ッ
ト

は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
タ
イ

プ
、
印
嬬
機
械
の
充
実
に
よ
っ
て
文
番

の
持
響
、
印
澗
、
発
送
ま
で
一
党
的
に

行
い
、
事
務
の
合
理
化
を
摺
る
c

制
決
裁
事
務
の
簡
潔
化
。

臼
常
の
事
務
の
申
書
で
文
議
、
日
伝
票
の

決
裁
は
か
・
な
り
の
事
務
麓
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
決
裁
一
の
流
れ
に
つ
い
て
も

再
検
討
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

怒
務
規
謹
の
検
討
と
も
あ
わ
せ
、
決
裁

事
務
の
簡
素
化
と
ス
ピ
ー
ド
化
を
図

る。

丘
、
人
事
管
理

的
職
員
構
成
、
車
霊
の
適
正
化
。

本
村
の
職
員
構
成
は
薪
規
採
用
を
見

合
せ
て
い
る
こ
と
あ
あ
っ
て
、
年
令
構

或
は
高
令
化
す
る
額
向
に
・
あ
る
の
で
鵠

奨
退
職
者
の
寵
遇
措
震
と
あ
わ
せ
て
任

用
な
ど
の
長
期
計
聞
を
様
立
し
、
円
滑

な
新
銀
代
謝
を
隠
る
と
と
も
に
、
各
控

尚
一
円
に
お
け
る
事
務
量
を
適
絡
に
は
握

し
、
適
正
な
議
員
配
置
を
行
う
。

的

w

鞍
種
、
職
舗
の
適
正
北
。

職
務
に
応
じ
た
遥
正
な
職
種
へ
の
任

用
替
と
志
気
む
高
揚
を
提
す
駿
舗
の
実

現
に
努
め
る
。

紛
職
員
研
修
の
充
実
。

木
村
は
果
の
主
躍
す
る
初
在
者
研

修
、
中
級
職
員
薪
修
な
ど
に
多
数
む
職

員
を
参
加
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
今
後

は
職
員
の
資
質
の
禽
上
を
図
り
、
多
様

化
す
る
行
政
需
要
に
対
山
処
す
る
た
め
計

調
的
見
庁
内
で
の
研
修
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
中
堅
職
員
の
長
期
薪
務
、
専

問
研
修
に
参
加
さ
せ
る
。
ま
た
、
関
内

に
お
け
る
先
進
地
研
修
誌
も
と
よ
り
、

雷
際
的
視
野
を
広
め
る
た
め
の
国
外
研

修
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
検
討
す
る
。

料
給
与
水
準
の
適
草
花
。

地
方
公
務
員
の
給
与
制
度
の
わ
く
内

で
、
他
部
体
と
の
給
与
水
準
の
均
衡
を

保
ち
な
が
ら
、
本
村
の
特
殊
制
、
職
員

構
成
の
相
違
点
な
ど
を
考
識
し
、
適
正

な
給
与
水
準
を
確
保
し
て
、
議
員
の
志

気
全
両
揚
を
密
る
。

制
職
員
の
健
譲
管
理
と
福
利
厚
生
施

設
の
充
実
。

計
画
的
な
行
政
を
進
め
る
う
え
で
、

職
員
の
疾
病
に
よ
る
長
期
欠
勤
は
そ
の

流
れ
を
等
帯
さ
せ
る
。
そ
こ
で
職
員
の

健
康
診
断
を
短
期
的
に
実
施
し
、
疾
患

の
早
期
発
見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
執

務
環
境
の
点
検
を
常
に
行
い
、
そ
の
整

備
拡
務
め
る
。
ま
た
、
犠
利
厚
生
部

は
、
現
在
職
員
五
助
会
に
そ
の
大
半
を

委
任
し
て
屠
る
の
で
、
当
面
五
助
会
の

育
成
と
助
成
を
強
化
し
、
鍵
農
で
明
る

い
職
場
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
醤
利

搬
用
生
施
設
に
つ
い
て
も
旧
庁
舎
の
利
用

を
合
わ
せ
て
積
極
的
に
実
現
を
箆
る
。

一
一
、
財
政
計
画

的
財
政
運
営
の
基
本
方
針

我
が
国
C
経
諦
情
勢
誌
、
蕗
変
成
長

か
ら
、
安
定
成
長
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ

り
、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
拡
対
応
し

て
、
従
来
か
ら
の
叫
財
政
運
営
む
あ
り
方

に
つ
い
て
、
抜
本
的
な
挨
討
が
必
要
と

さ
れ
る
G

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
下
で
、
多

様
北
し
増
大
す
る
行
政
需
要
を
溝
た
す

た
め
に
は
、
国
お
よ
び
燥
の
施
策
を
蕊

謁
と
し
、
密
接
な
連
携
を
鴎
り
つ
つ
本

計
器
の
目
標
遊
戒
の
た
め
、
一
行
設
経
費

の
効
準
化
を
基
本
と
し
て
、
健
全
な
し

か
も
弾
力
性
の
あ
る
適
切
な
財
政
運
営

に
あ
た
る
。

し
た
が
っ
て
、
地
方
交
付
税
を
は
じ

め
、
圏
、
県
の
播
場
金
、
村
漬
な
ど
の

効
率
的
な
活
用
を
爵
今
、
財
源
の
・
充
実

確
誌
に
努
め
、
長
期
的
、
計
調
的
な
財

政
運
営
綿
布
、
行
政
水
準
の
向
上
を
関

る
G

め
w

村
財
政
の
見
適
し
。

本
村
め
財
政
は
一
応
安
定
し
た
推
移

を
み
て
い
る
も
の
の
、
義
務
的
経
費
の

増
嵩
で
、
絞
支
の
バ
叩
フ
ン
ス
を
保
つ
の

に
結
当
智
恵
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

情
勢
は
し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
L
な
け

ハ
次
頁
ヘ
続
く
〉
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れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
四
八
年
む
石

油
シ
お
ヅ
グ
以
来
の
経
済
問
題
、
ヂ
ネ

ル
ギ

i
関
題
、
あ
る
い
は
人
間
前
骨
盤
の

考
え
方
か
ら
大
き
な
世
論
を
背
景
と
す

る
公
害
環
境
の
問
題
、
さ
ら
に
は
労
欝

時
間
短
縮
の
定
着
化
、
そ
し
て
、
国
際
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
等
、
従
来
我
が
閣
の
高

度
経
済
を
支
え
て
き
た
基
盤
に
大
き
な

変
化
を
き
た
し
て
お
り
、
急
速
な
経
済

の
賠
復
や
再
び
高
度
成
長
を
鶏
持
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
為
る
。
し
た

が
っ
て
、
説
訳
、
地
方
交
付
説
の
伸
び

に
期
待
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
、
皮
一
郎
、
歳
出
に
お
け
る
義

務
的
経
饗
の
増
欝
で
、
…
財
政
運
営
は
ま

ず
ま
ず
困
難
の
度
を
増
し
て
く
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
。
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玉
川
村
史
が
昭
和
五

十
三
年
を
目
標
に
綴
錦

に
進
ん
で
い
ま
す
。

資
料
調
査
、
原
稿
筆

耕
も
着
々
進
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

織
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

奥
様
も
国
民
年
金
に

露
民
年
金
に
は
、
ご
主
人
が
厚
生
年

金
保
検
な
ど
の
公
的
年
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
ご
家
躍
の
奥
さ
ま
も
加
入
で
き

る
任
意
提
入
の
制
震
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
任
意
加
入
で
き
る
方
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ま
、
昼
間
部
の
学
生

や
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
と
そ
の

奥
機
な
ど
で
す
。
現
在
、
す
で
に
約
六

百
万
人
ゆ
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

加
入
し
て
い
る
方
の
大
多
数
試
「
サ
ラ

ヲ
i
マ
シ
の
奥
様
」
で
す
。

奥
様
が
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
将
来
、
ど
主
人
は
公
的
年

金
製
震
か
ら
、
奥
様
は
悶
民
年
金
か
ら

と
、
ご
夫
捧
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
託
な
り
ま
す
。
ま
た
、

不
識
の
事
故
に
遭
わ
れ
た
蒔
は
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
な
ど
の
絵
付
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
役
場
で
行
っ
て
お

ち
、
奥
援
の
場
合
は
加
入
り
手
緩
き
を

し
た
と
き
か
ら
、
加
入
者
と
な
り
ま
す

の
で
、
卒
い
時
期
比
乎
続
き
を
す
れ
ば

将
来
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
年
金
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
と
き
む
た
め
に
、
そ
し
て
老
後
の
た

め
に
ぜ
ひ
菌
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

。

知内
J

9、四d、帽"，~"."..咽向闘，、回.........向同...._，込

加
入
し
ま
し
ょ
う

に

、

人

一

人

が

「

感

謝

の

心
い
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

去
る
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま

で
、
商
工
会
婦
人
部
で
は
「
あ
ち
が
と

う
」
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
ち
ま

し
た
。こ
の
「
あ
り
が
と
う
」
運
動
と
い
う

り
は
、
明
る
く
住
み
よ
い
村
尋
つ
く
り
の

た
め
に
住
足
一
人
一
人
が
日
々
の
生
活

の
な
か
で
、
お
互
い
に
援
か
い
心
の
触

れ
あ
い
と
、
明
る
い
人
間
関
係
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
選
管
の
も
と
に
「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
感
欝
の
心
を
持
ち

あ
う
こ
と
を

L
，
提
唱
し
て
い
る
も
の
で

す。
こ
れ
は
、
商
工
会
婦
人
部
が
企
画
実

施
し
て
い
る
運
動
で
す
が
、
社
会
に
と

っ
て
本
当
に
よ
い
こ
と
で
あ
り
、
だ
れ

に
も
で
き
る
こ
と
で
す
。
「
あ
り
、
が
と

う
」
と
声
を
か
げ
あ
え
ば
、
あ
な
た
自

身
の
気
持
も
明
る
く
き
わ
や
か
に
な
る

も
り
で
す
。
あ
な
た
も
今
日
か
ら
暖
か

く
ゆ
た
か
な
心
の
掠
れ
あ
い
と
明
る
い

つ
き
あ
い
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
が
と
う
」

遼

動

推

、..... 圃"..._向‘

進

v 

ゆ
た
か
な
人
爵
社
余
づ
く
り
の
た
め

'砂
下
車
排
除
作
業
を
す
志
み
な
さ
ん

道
路
の
下
車
排
除

奉
仕
作
業
行
な
わ
れ
る

交
通
安
全
須
釜
分
会
並
び
に
需
母
の

舎
で
は
、
交
通
障
害
に
な
る
道
路
の
下

車
等
の
障
害
物
の
排
除
を
行
い
、
交
通

事
故
を
土
木
枠
制
に
防
止
し
よ
う
と
、
去
る

七
月
十
日
ハ
日
〉
分
会
役
員
と
母
の
会

役
員
七
七
名
が
参
加
し
排
除
作
換
を
行

な
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
地
一
院
内
の
滋
蕗
の
見
通
し

が
良
く
な
り
運
較
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

惑
題
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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第
六
回
少
年
球
技
大
会

川
辺
が
優
勝

子
ど
も
た
ち
の
夏
の
球
宴
、
第
六
田

少
年
球
技
大
会
は
八
月
十
日
玉
川
第
一

小
学
校
で
戸
行
な
わ
れ
ま

L
た。

こ

の

夏

体

み

全
育
成
め
一
環
と
し
て
村
が
主
催
し
て

っ
た
も
の
で
、
一
段
鉢
み
中
の
子
ど

昭和52年9月 1括No. 1 33  

な

お

、

準

優

勝

は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ワ小
ト学
ポ生
i男
)1;..子

ソ

震

勝

準
寵
勝

JlI 
辺
チ
I I 
ムム

マ
小
学
校
女
子
ポ

i
ト
ポ

i
ん

勝

準
震
勝

M
M

辺
チ
i
ム

小
高
チ
ー
ム

4 

ポ
ー
ト
ポ

i
ん
の
熱
戦

ソ
フ
ト
ポ
!
ん
の
決
勝
戦

も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み

の
一
つ
に
な
っ
て
お
り
、

各
部
落
で
も
こ
の
自
の
た

め
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。まづ

進行場入と然整A 

ー酔

?と。

水を大切

にしよう

ま芳

っ
て

よ
る
入

場
行
進
を
行
な
い
、
大
会

気
分
を
盛
り
上
げ
ま
し

た。
大
会
は
ソ
フ
ト
ボ

i

ル
、
ポ
ー
ト
ボ

i
ル
の
ニ

議
毘
に
分
か
れ
て
日
頃
の

腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会
壌
に
は
村
内
の
お
と

な
た
ち
も
大
勢
つ
め
か

け
、
我
が
地
佐
内
の
選
手

っ
て
い
ま
し

八
月
一
告
を
「
水
の
白
い
と
し
、

こ
の
日
を
初
日
と
す
る
一
選
関
宮

「
本
の
灘
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た。
生
活
水
準
の
向
上
、
経
請
の
進
展

等
に
伴
っ
て
、
わ
が
閣
の
水
需
用
は

高
ま
る
ば
か
ち
で
す
が
、
一
方
水
資

譲
の
開
発
は
次
第
に
悶
難
と
な
り
、

鴻
本
時
に
は
水
不
足
が
予
想
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
水
の
貴
重
な
こ
と
、

水
資
源
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
む
ど

に
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る
た

め
諸
{
行
事
壮
行
っ
て
、
国
民
経
務
り

成
長
と
間
民
生
活
の
向
上
官
悶
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

水
を
無
駄
犯
し
な
い
、
読
た
く
機

の
覆
い
方
に
つ
い
て
考
え
て
見
る

と
二
例
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

ゆ

す

ぎ

方

ゆ
す
ぐ
龍
に
、
脱
水
機
に
か
け
る

と
か
、
二
回
と
り
か
え
る
な
ど
は
、

者
効
な
方
法

T
す
。

排
水
!
ゆ
す
、
ぎ
2一一七

O
リ
ッ
ト
ル

脱
水

i
ゆ
す
ぎ
日一
人

O
リ
ッ
ト
ル

水
を
こ
間
取
れ
ノ
か
え
て
の
ゆ
す
ぎ

一
O
Oリ
ッ
ト
ル

水
を
無
駄
な
く
使
っ
て
、
よ
い
社

会水
道
の
潜
水
を
見
つ
け
た
な
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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み
ん
な
で

安
全
確
保

7 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
「
こ

ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
月
二
十
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
で
は
、
歩
行
者
、
特
に
こ

ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止
、
自
転
車
や

二
輪
車
利
用
者
の
事
故
防
止
と
、
夜
間

の
交
通
事
故
防
止
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
め
着
用
の
推
進
の
四
点
を

運
動
の
重
点
事
項
で
す
。

一
、
ス
ク
ー
ル

-
f
l
ン
、
生
活
ゾ

ー
ン
対
策
、
自
転
車
、
二
輪
車
利
用
者

安
全
対
策
な
ど
の
生
活
道
路
網
対
策
等

推
進
。一一
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
推
進
。

三
、
こ
ど
も
と
保
護
者
、
老
人
な
ど

歩
行
者
に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹
底
、

な
ら
び
に
自
転
車
、
二
輪
車
利
用
者
運

転
車
に
対
す
る
安
全
教
育
の
徹
底
を
推

進
事
項
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
村
民
一
人
一
人
が
交
通

事
故
防
止
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え

を
新
た
に
し
、
事
故
を
起
し
た
り
、
事

故
に
あ
わ
な
い
よ
う
充
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

明
る
い
村
、
、
つ
く
り
に

防

犯

灯

寄

贈

こ
の
度
東
北
電
力
石
川
営
業
所
よ
り

防
犯
灯
二
基
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
電
力
で
は
毎
年
春
と
秋
の
二
回

サ
ー
ビ
ス
旬
聞
を
行
っ
て
お
り
防
犯
灯

に
つ
い
て
も
村
を
明
る
く
し
住
民
の
夜

間
歩
行
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
い
と
い

う
こ
と
で
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
い
て
居
り

ま
す
。寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯
は
、
川
辺
と
吉

地
区
に
設
置
さ
れ
地
域
の
人
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

!

E

U

し

同

一

%

も

屈

す

る

よ

う

な

人

達

で

は

な

か

っ

た

'
明
川
J

、
、
ノ
、
.4
」

曾

』

汁

団

U
E

は

段

、

仁

丈

F
ト

世

間

.

〈

五

)

が

、

白

河

に

到

着

す

る

と

二

百

三

十

五

舟

守

し

A
4

、よ

7
τ
γ
符

秘

め

る

刻

文

の

謎

た

o

そ
の
う
ち
竜
崎
村
の
国
右
エ
門
は

獄
中
で
病
死
を
と
げ
て
い
る
。

岩

谷

浩

光

誌

明

治

三

年

十

一

月

二

十

五

日

に

は

北

須
釜
村
の
長
吉
ら
は
、
七
十
敵
の
上
二

が
、
義
侠
心
に
富
む
人
々
に
と
っ
て
カ
年
、
矢
吹
村
の
吉
五
郎
は
六
十
敵
一

。
術
策
に
陥
い
る

は
、
こ
の
仕
打
ち
は
決
し
て
我
慢
で
き
カ
年
の
処
刑
を
言
い
渡
さ
れ
て
、
本
事

群
衆
の
解
散
を
見
届
け
た
清
岡
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
悲
憤
ゃ
る
か
件
は
よ
う
や
く
終
末
を
迎
え
た
。

令
は
、
す
か
さ
ず
態
度
を
硬
化
さ
た
な
い
人
々
は
か
え
っ
て
県
令
の
だ
ま
当
時
の
三
十
八
カ
村
と
は
、
，

{
せ
て
代
表
者
達
の
処
罰
を
謀
っ
た
。
し
打
ち
的
行
為
に
反
援
を
強
め
て
い
っ
白
河
郡
泉
田
村
、
新
子
燕
村
、
大
和
〈

い
松
崎
村
の
友
蔵
、
泉
崎
村
の
金
重
郎
た
。
た
と
え
我
が
身
は
ど
う
な
ろ
う
と
田
村
、
根
田
村
、
関
和
久

ω

ら
、
そ
の
外
十
五
名
の
代
表
者
全
員
も
、
こ
の
ま
ふ
で
は
黙
す
る
こ
と
は
で
村
、
燕
内
村
、
鹿
島
村
、
倍
、

H

を
捕
縛
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
o

き

な

か

っ

た

。

こ

う

し

た

悲

惨

な

状

況

宿

村

、

田

島

村

、

双

石

村

、

~

結
局
群
衆
は
清
岡
県
令
の
巧
み
な
術
下
に
あ
っ
て
、
ど
ん
な
仕
打
ち
を
受
け
揚
目
村
、
板
橋
村
、
本
沼
山

V

策
に
陥
い
浮
た
わ
け
で
あ
る
。
捕
縛
て
も
犠
牲
的
精
神
を
発
揮
し
て
目
的
を
村
、
桜
岡
村
、
大
村
、
松
倉
ザ

~
さ
れ
た
一
行
十
七
名
は
、
そ
の
ま
ま
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
は
次
の
人
達
で
村
、
北
原
山
村
、
北
平
山
新
、

白

河

の

県

庁

に

送

ら

れ

、

す

ぐ

さ

ま

あ

っ

た

。

田

村

、

久

田

野

材

、

三

城

目

~

‘

監

獄

に

監

禁

さ

れ

ふ

身

と

な

っ

た

。

北

須

釜

村

の

繁

右

エ

門

、

南

須

釜

村

村

、

三

城

目

新

田

村

、

〈

い
だ
ま
さ
れ
た
総
代
十
七
名
は
、
い
の
為
右
エ
門
、
竜
崎
村
の
国
右
エ
門
、
石
川
郡
松
前
村
、
明
岡
村
、
明
岡
新
日

か
に
も
が
い
て
も
あ
と
の
ま
つ
り
と
成
田
村
の
長
吉
、
矢
吹
村
の
吉
五
郎
ら
田
村
、
南
須
釜
村
、
北
須
釜
}

ん
な
っ
た
o

監
獄
で
は
五
十
敵
〈
む
ち
五
人
で
あ
る
o

よ

り

よ

り

鳩

首

協

議

を

村

、

山

新

田

村

、

竜

崎

村

、

〈

w

打
ち
五
十
回
〉
の
上
一
カ
年
間
監
獄
重
ね
て
、
不
公
平
極
ま
る
上
納
制
度
に
成
田
村
、
矢
吹
村
、
矢
吹
新
〈

入
り
の
罪
に
処
さ
れ
た
の
で
あ
っ
反
対
す
る
三
十
八
ケ
村
に
働
き
か
け
た
田
村
、
中
畠
新
田
村
、
森
宿
}

，

た
o

こ
れ
を
聞
き
知
っ
た
群
衆
は
、
結
果
、
県
令
を
相
手
に
し
た
の
で
は
、
村
、
行
方
野
佃
谷
村
、
笠
石
~

F

県

令

の

非

道

な

仕

仕

ち

に

憤

激

を

感

目

的

を

達

成

す

る

こ

と

は

不

可

能

だ

、

村

、

ム

・
じ
乍
ら
も
、
内
心
恐
れ
を
な
し
て
と
の
結
論
を
得
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
岩
瀬
郡
保
土
原
村
、
小
川
村
、
増
見
〉

.
か
、
と
り
た
て
て
不
穏
な
行
動
を
と
年
三
月
、
つ
い
に
東
京
に
の
ぼ
り
、
直
村
、

V

っ
た
り
、
附
和
雷
同
し
て
実
万
行
使
接
新
政
府
の
民
部
省
、
大
蔵
省
に
直
訴
以
上
三
十
八
カ
村
惣
代
と
し
て

に

出

る

者

も

い

な

か

っ

た

の

を

見

る

し

て

事

の

仔

細

を

述

べ

、

嘆

願

書

を

奉

北

須

釜

村

繁

右

衛

門

山

と
、
県
令
の
と
っ
た
術
策
は
一
応
の
呈
し
て
善
処
を
懇
願
し
た
の
で
あ
る
。
竜
崎
村
国
右
衛
門

成

功

を

収

め

た

わ

け

で

あ

る

。

こ

う

し

て

漸

く

一

応

の

悲

願

を

達

成

南

須

釜

村

為

右

衛

門

~

し

た

か

に

見

え

た

が

、

そ

う

う

ま

く

ば

矢

吹

村

吉

五

郎

《

。
嘆
願
書
を
出
す

か

り

は

い

か

な

か

っ

た

。

上

京

し

た

代

成

田

村

長

吉

J

~

こ

れ

を

き

い

た

一

般

群

衆

は

と

り

表

者

達

は

、

全

員

捕

わ

れ

の

身

と

な

り

の

五

人

で

あ

っ

た

。

~

~

た

て

て

騒

ぐ

程

の

こ

と

は

な

か

っ

た

両

省

か

ら

白

河

に

護

送

さ

れ

る

破

自

に

(

次

号

へ

つ

づ

く

)

~

412BEr--E212ZE--、r
1
5
1
F
1
r
t・-EZZE--1rkFEz--
、，S・J-E・g
・-
r
1
r〉
2
・a
f
-
-
2
1
f
-
B
E
E
-
-
E
'
t
F
1
2
1
F
E
r
-
-
-
t
r・、
r
t
r
-
J
E
E
r
-
r
-
z
t
J
E
t
-
L
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定

面

積

以

上

の

土
地
の
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

す
と
、
関
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
玉
川
村
役
場
企
酷
諜
に

お
閉
会
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
協
資
金
に
と
寄
付

昭
和
五
十
二
年
に
入
り
、
玉
川
村
社

会
福
祉
協
議
会
に
活
動
資
金
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
ど
寄
討
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
を
'
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
哀
揺
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和52年9月1日

盛大に終る

No. 133 たまかわ

村民登
玉川村公民蕗主催第11凹!=j0)村民那須登山が去る 7月31

日〈詞)93名の参加者で、雄大なる大自然民親しみ、韓全

な体力づくりと、参加者桔万.の課題をはたし、意義深い登

山会でした。

金
一
一
一
千
円

H

五
千
円

“
二
一
一
万
円

H

二
万
円

η
五
千
円

鈴

木

撮

添
田
藤
一

矢
吹
忠
次

須
田
幸
平

野

椅

進

四
辻
新
田

小

高

北

窺

釜

臨
辻
薪
関

川

辺

ス
リ
ッ
パ
に

大
よ
ろ
こ
び
グ

こ
の
た
び
、
公
略
的
舘
に
ス
り
て
ハ
ニ

0
0足
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

送
り
主
は
玉
川
村
青
年
団
連
絡
協
議

会
〈
角
田
守
之
会
長
〉
で
ほ
う
ね
ん
鹿

公
演
の
益
金
の
一
部
を
送
っ
た
も
の
、

公
民
館
で
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
な
送
り

物
に
感
激
し
、
大
切
に
震
う
よ
う
、
よ

び
か
け
て
い
る
。

竜

埼

度

葬
祭
。
簡
素
化

規
約
を
制
定

部須鞍日岳山富を毘指す村民登山の一行

殺
近
冠
婚
葬
祭
が
目
立
っ
て
派
手
に

な
っ
て
い
る
と
き
、
一
込
民
よ
り
、
と
り

あ
え
ず
葬
祭
だ
け
で
も
欝
素
北
す
べ
き

で
為
る
と
の
声
、
が
高
ま
り
、
こ
の
ほ
ど

葬
祭
の
簡
素
化
規
約
を
制
定
し
、
新
生

活
運
動
の
一
環
と
し
て
住
自
さ
れ
て
い

ま
す
。
竜
鶴
一
民
葬
祭
規
約

第
一
条
葬
式
は
全
般
を
通
し
て
箆
素

の
う
ち
に
も
厳
し
ゅ
く
に
弔
意

を
表
わ
す
よ
う
全
区
民
協
力
し

て
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
つ
と

め
る
。
葬
式
の
出
物
は
倍
町
村
、
窺

せ

き

、

隣

組

、

二

戸

一
名
と
す
る
。

第

A 

第
一
一
一
条
能
町
村
弔
問
客
の
経
食
の
接

待
は
赤
飯
箱
詰
め
と
し
、
出
露

者
の
み
に
渡
す
。
一

第
四
条
引
物
は
砂
糖
ニ

K
、
さ
ら
し

一
反
、
茶
一
本
い
ず
れ
か
一
品

展
り
と
す
る
。

第
五
条
一
一
一
日
、
七
告
祭
揺
持
の
引
物

は
一
一
部
使
わ
な
い
。
お
繕
の
肴

は
艇
身
を
除
き
、
一
品
と
す

る。
そ
の
他
の
品
も
簡
業
と
す
る
。

第
六
条
殺
せ
き
、
組
震
敷
等
の
婦
人

の
手
伝
い
に
対
す
る
引
物
も
一

切
行
な
わ
な
い
。

第
七
条
部
落
一
般
義
理
受
に
つ
い
て

礼
状
に
氏
名
を
輩
出
い
て
出
す
こ

と
。

第
八
条
会
謹
岡
山
体
に
対
す
る
寄
附
行

為
は
…
切
や
ら
な
い
こ
と
。

第
九
条
屋
外
供
の
花
輪
の
贈
呈
を
や

め
る
こ
と
、
そ
の
か
わ
り
、
応

分
な
る
花
輪
料
を
贈
り
、
掲
一
市

す
る
こ
と
。

ハ
円
区
宥
祭
壇
と
と
も
に
掲
示

寂
合
用
意
し
て
利
用
に
供
す

る。

結

月こ期慮
十りす
一規 る佳
日約 よ町
よは う村
り昭 つの
実和 と贈
行五めり
す十 るも
るニ この
O 白とも

。遠

4 1 
日日

フ
ト
ボ
ー
ル
大

会須
釜
婦
人
会
体
験
発
表
会

6 
日

11 7 
日日

JlI文村中文
方化民)化
面財体財
〉め育研
くぐψ 祭
り打パ
〈合ス
玉せハ
j苅i討i会 会会

-

j挙
須
賀県

25 22 20 18 12 
日日告日日

婦
人
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